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【手続補正書】
【提出日】平成20年10月28日(2008.10.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
単分散性の中空ポリマー粒子（Ｂ）の水性分散体と、金属アルコキシド（Ｃ）と、酸性触
媒（Ｄ）とを含有する水性塗料組成物を基材上に塗布した後、硬化することを特徴とする
有機無機複合塗膜の製造方法。
【請求項２】
前記中空ポリマー粒子（Ｂ）の表面が親水性である請求項１記載の有機無機複合塗膜の製
造方法。
【請求項３】
前記中空ポリマー粒子（Ｂ）が、ラジカル重合性の水溶性モノマー（ｂ１）とラジカル重
合性の非水溶性モノマー（ｂ２）とを水性媒体中でラジカル重合させて得られるものであ
る請求項１又は２記載の有機無機複合塗膜の製造方法。
【請求項４】
前記中空ポリマー粒子（Ｂ）の殻壁厚みが１０ｎｍ以上２０ｎｍ以下で平均粒径が５０ｎ
ｍ以上１５０ｎｍ未満の粒子、または殻壁厚みが１０ｎｍ以上８０ｎｍ以下で平均粒径が
１５０ｎｍ以上８００ｎｍ以下の粒子である請求項１～３の何れか１項記載の有機無機複
合塗膜の製造方法。
【請求項５】
前記金属アルコキシド（Ｃ）と前記中空ポリマー粒子（Ｂ）との使用割合が（Ｂ）／（Ｃ
）で表される質量比で７０／３０～５／９５の範囲である請求項１～４のいずれか１項記
載の有機無機複合塗膜の製造方法。
【請求項６】
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請求項１～５の何れか１項記載の製造方法で得られる有機無機複合塗膜であって、金属ア
ルコキシド（Ｃ）のゾルゲル反応から得られる無機酸化物（Ａ）からなるマトリクス中に
、単分散性の中空ポリマー粒子（Ｂ）が３次元空間で最密充填されてなる規則性多孔体構
造であることを特徴とする有機無機複合塗膜。
【請求項７】
前記無機酸化物（Ａ）が、三価以上の金属アルコキシドのゾルゲル反応により得られるも
のである請求項６記載の有機無機複合塗膜。
【請求項８】
前記多孔体の孔径が４０～７８０ｎｍの範囲にある請求項６又は７記載の有機無機複合塗
膜。
【請求項９】
塗膜の表面が中空ポリマー粒子（Ｂ）の最密配列による半球状の凹凸パターンを有する請
求項６～８の何れか１項記載の有機無機複合塗膜。
【請求項１０】
前記凹凸パターンがハニカム状である請求項９記載の有機無機複合塗膜。
【請求項１１】
請求項６～１０の何れか１項記載の有機無機複合塗膜を形成させる水性塗料組成物であっ
て、
単分散性の中空ポリマー粒子（Ｂ）の水性分散体と、金属アルコキシド（Ｃ）と、酸触媒
（Ｄ）とを含有することを特徴とする水性塗料組成物。


	header
	written-amendment

